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平成31年1月29日にお知らせしました、常願寺川水系および神通川水系における公

表済みの洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）に表示の誤りがあった件について、こ

のたび再計算を実施し、修正版を本日公表しましたのでお知らせします。

■修正過程で、着色の誤り（着色のレベルと計算結果が異なっていた）があったため、

合わせて修正しました※

着色の誤りの是正により、修正前に比べて、浸水継続時間が短く表示される場合が

あります。（修正前後の比較は別紙１、図１～６をご参照ください。）

■庄川水系、小矢部川水系の洪水浸水想定区域図については、点検の結果、誤りは

ありませんでした。

■今後、関係機関と十分調整を行い、広く周知を図ります。

常願寺川水系、神通川水系、庄川水系、小矢部川水系（国管理区間）の洪水浸水想

定区域図については、こちらに掲載しています。

URL http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/index.html

国土交通省 北陸地方整備局 富山河川国道事務所
〒930-8537 富山市奥田新町２番１号 http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/
https://twitter.com/mlit_toyama
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○修正前後の比較

①浸水継続時間が長くなる場合

排水条件等を正しく反映した結果、浸水継続時間が長くなりました。

（青色(１２時間～１日未満)から黄色(１日～３日未満)）

②浸水継続時間が短くなる場合

着色の誤りの修正により、浸水継続時間が短くなりました。

（黄色(１日～３日未満)から青色(１２時間～１日未満)）

別紙 １

※「浸水想定区域図（浸水継続時間）の着色の誤り」について

浸水想定区域図の凡例での浸水継続時間の区分けに対し、実際の表示されていた
区分けは、浸水継続時間の凡例より短い時間のものとなっていました。

例えば、浸水継続時間が１２時間の場合は、正しくは青色で着色すべきところを黄色
で着色していました。

正 誤（これまで表示されていた区分け）

着色 浸水継続時間 浸水継続時間



 

 

  

 

 
  

修正前（既公表）浸水継続時間図 修正後（今回公表）浸水継続時間図 

図-1 浸水継続時間図の修正前後比較図【常願寺川】 
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図-2 浸水継続時間図の修正前後比較図【神通川】 

修正前（既公表）浸水継続時間図 修正後（今回公表）浸水継続時間図 
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修正前（既公表）浸水継続時間図 修正後（今回公表）浸水継続時間図 

図-3 浸水継続時間図の修正前後比較図【西派川】 



 

 

  

 

図-4 浸水継続時間図の修正前後比較図【井田川】 

修正前（既公表）浸水継続時間図 修正後（今回公表）浸水継続時間図 



 

 

  

図-5 浸水継続時間図の修正前後比較図【熊野川】 

修正前（既公表）浸水継続時間図 修正後（今回公表）浸水継続時間図 



 図-6 浸水継続時間図の修正前後比較図【常願寺川水系・神通川水系包絡】 

修正前（既公表）浸水継続時間図 修正後（今回公表）浸水継続時間図 
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